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国語科におけるキャリア教育の授業実践
大和中学校 鮎澤 智美

授業のポイント

「どのように生きていくか」ということを考え、そのための力を付けようとするとき、

国語科で担っていることはすべてキャリア教育につながっていると感じる。ここでは特に

意見文を取り上げながら、主体的に物事をとらえ発信していく姿勢を育てていきたい。

（１）単元名 根拠を明確にして意見を書こう

意見文を書く（光村図書 ２年）

（２）単元の目標 経験に関わる事柄や問題に対して自分の意見を筋道立てて文章

に書くこと、またそれを聞き合うことで、考えを広めていく力

を伸ばす。

（３）単元の総学習時間 ４時間

（４）生徒の実態

男子４名、女子４名、計８名の学年（うち男子１名ひまわり学級）である。素直で学習

意欲は高く、授業にも真面目に取り組んでいる。生徒の仲は良く、話すことが好きだが、

あくまでも主観的で「根拠」という視点はあまりない。１学期は１年生と合同で宿泊学習

（甲府市内めぐり）に行ったり、勝沼中との交流授業を行ったりした。また、夏休み中は

職場体験、総体、ボランテイア、平和展見学などを経験している。これらの体験が自分の

考えをもつきっかけになっていくのではないかと考えている。

【キャリア教育の視点から】

〈人間関係形成能力・社会形成能力〉

幼いときから同じメンバーで、互いの距離感が近い。大人との関わり方も、時と場合の

接し方を意識して学ばせる必要がある。２年生も半ばとなり、個々の違いに目を向けさせ、

それぞれが自己を高めていく時期となってきた。

〈自己理解・自己管理能力〉

生徒の生活や考え方に対する家庭の影響が、とても強い。帰りの会の「振り返りの時間」

に家での学習計画をたて、翌日の「大和プロジェクト」で確認するという取り組みを始め

て、家庭学習の習慣がついてきた。

〈課題対応能力〉

何事にも意欲的に頑張りたいという生徒が多いが、できない生徒に対する理解が難しい。

どの生徒も本来やる気もあり力もあるので、積極的にチャレンジさせ自信をつけさせてい

きたい。

〈キャリアプランニング能力〉

外へ出ていく機会が増え、客観的に自分を見つめたりリーダーとなって動いたりするこ

とが増えてきた。それぞれの良さを自覚させ、活躍させたい。
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（５）指導と評価の計画

※評価の観点 ａ関心・意欲・態度 ｂ話す・聞く力 ｃ書く力

ｄ読む力 ｅ言語に関する知識理解

時 学習項目 評価規準 評価 キャリア教育の視点での

間 内容 ａ ｂ ｃ ｄ ｅ 方法 生徒が身につける能力

１ 意見文の 二つの文章を ○ ○ ワークシー 「キャリアプラン

説得力を 比べ、根拠を ト ニング能力」

考える 示す必要性を 観察

・投書 理解している。

・ＡＢ

２ 意見文を 意見と根拠を ○ ワークシー 「課題対応能力」

書く 明らかにしな ト

がら意見文を 意見文

書いている。

３ 意見文を 意見と根拠を ○ ワークシー 「人間関係形成能

（本 読み合っ 観点に意見文 ト 力・社会形成能力」

時） て助言し を聞き、よい 観察

合う。 点、改善点を

・ 少 年 の 主 考えている。

張

４ 推敲し、 アドバイスを ○ ワークシー 「自己理解・自己

まとめる もとによりわ ト 管理能力」

かりやすい文 意見文

章を書いてい

る。

（６）本時の授業

①日時 平成２８年８月３１日水曜日 １４：００～

②場所 大和中学校２年教室

③本時の目標

意見と根拠を観点に意見文を聞き、よい点、改善点を考えることができる。

④展開

学習内容 教師の支援 留意点

１、本時の目標をつかむ １、学習目標を理解させる ・目標シート

導 意見文を読み合い、良い ・ワークシート

入 点や改善点を考えよう ・意見文

２、「少年の主張」を聞 、主張と根拠は何だったか 関心・意欲・態度

10 く

分
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展 ３、グループごとに意見 ３、主張と根拠の確認をし ・ワークシート

開 文の交流をする。 良い点や改善点を発表し ・観察

Ⅰ ＡＢグループ 合う

20 ・司会 ・司会に進行させる。 ｂ話す・聞く

分 ・発表者 ・聞き手がワークシート記入

・聞き手 ○ ？

アドバイスを口頭で

展 ・発表者がメモをとる

開

Ⅱ ４、どんな良い点や改善 ４、各グループから発表させ

10 点が出たか、全体で る

分 発表する

ま ５、本時のまとめと次回 ５、感想発表させる ・ワークシート

と の確認をする

め 意見文を読み合い、良い

10 点や改善点を考えられた

分 か

⑤評価

意見と根拠を観点に意見文を聞き、よい点、改善点を考えることができたか。

（研究討議から）

（授業者より）

・生徒は人なつこく自由でのびのびとしているが大人としてのやりとりを学ばせたいと考えて

いる。そんな中での実践。

・時間のない中での取り組みだったが、グループ学習では観点をもう少し具体的に示せたら良

かった。

・他校の先生方からアドバイスをもらえたことが嬉しかったようだ。

（質疑応答）

☆提示された「少年の主張」はどのように書かれたのか。

→身近な出来事から大事な気づきを探していくことができるようにアドバイスしながら作文を

仕上げた。どの生徒にも、作文の指導を通して気づきの視点を広げ、考えを文章化する力を

つけたいと考えている。

☆他の意見を聞き、アドバイスを受けいれながら学ぶ姿が良かったが「主張」について互いに

意見を出すとなると感想的なものに近づいてしまうので、少し弱いものになってしまうので

はないか。

→教科書では環境問題を題材としている。論説文をもとに書けばより「主張」の強いものにな

ったが、各自の体験を根拠として主張までもっていくことをさせてみたかった。

→感想を通して主張までもっていくことができれば「題名」も明確になると考えている。
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（意見）

☆国語科における「主体的に学習に取り組む態度の」の育成に添った授業が展開されていた。

☆話し合いでは、相手を傷つけないように優しくアドバイスをしていた。子ども達の人間 関

係が良いので、話し合いもほほえましく感じた。

☆短い文章の子どもにも、具体的に質問するとたくさんの答えが返ってきた。文章にできない

部分も話し合いで大きな手助けになっていた。

☆全員が必ず発言するという環境や日頃からの人間関係、教師の指導の中に写真などを取り入

れていること、指導の仕方など全てが良い方向にいっていたと思う。

☆アクテイブラーニングの観点で研修（大学）したことが、今日の授業に取り入れられていた。

今日の授業のアプローチの仕方は今、社会で求められていることなのだと改めて感じた。

☆勝沼中との交流授業ではわからなかったが、グループ活動がスムーズにできていた。

☆これまで培ったものが授業で存分に生かされていた。生徒は高校など新しいところでも自信

をもってほしい。

○主張を明確にするために、例えば「学校生活に生かす」と書いている場合でも何をどのよう

に生かしていきたいのかが書けると良い。

（講評）

・休み明けで大変な時期だが、見方を変えると３時間でここまでの授業ができるのだと感じた。

「対話的、主体的な授業による深い学び」を目指すのにふさわしい授業だった。根拠→主張が

直線的でなかったところの指導を。

・子どもの「聞く態度」がとても良い。雰囲気も良くコミュニケーションの第一歩だ。作品の

良いところをどんどん出し合い良い話し合いだった。最後の感想発表で出て来たことも生徒

が自ら気付くことができたのが良かった。人にわかってもらうには根拠がきちんとしていな

いといけない。数学科でも「説明」から「証明」に変わるのが中２の時期である。

（資料）
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